
運動会を実施
９月３日（日）、平成29年度

運動会が行われました。今年度
は、「本気!!」というスローガ
ンの下、皆精一杯取り組み、良
い運動会にすることができまし
た。地域の方々や保護者の方々
にも競技に参加していただき、

「弓削高校は多くの人に支えら
れているのだ」と感じることが
できました。お越しくださった
皆様方、本当にありがとうござ
いました。

心肺蘇生法実技講習会を実施
９月７日（木）、消防署で心

肺蘇生法実技講習会が行われま
した。午前は１年生が、午後か
らは２・３年生が講習を受け、
ＡＥＤの使用法や簡単な担架の
作り方、止血の方法を学びまし
た。いざというときに、今回学
んだことを実践したいと思いま
す。講習をしてくださった消防
署の方々、ありがとうございま
した。

卒業生進路座談会を実施
９月８（金）、卒業生座談会が

行われました。この春に卒業し
た７名の先輩方が全校生徒を前
に、「今振り返って高校時代に
やっておけば良かったと思うこ
と」等、丁寧に話してくれまし
た。学んだことを今後の進路選
択、進路実現に生かしていこう
と思います。
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第１回オープンキャンパス開催
７月22日（土）、23日（日）の

２日間、平成29年度第１回オー
プンキャンパスを実施し、５２８名
の方にご来場いただきました。

参加者からは、「いろいろな体
験ができた点が良かった」「弓削
丸でいろいろな所を見せてもらっ
た」といった感想が寄せられまし
た。

また、11月11日（土）、12日（日）

にも、商船祭と併せて平成29年
度第２回オープンキャンパスを実
施いたします。商船祭の活気に
あふれた学生の様子も見ていただ
けると思いますので、ぜひご参加
ください。お申し込みにつきまし
ては、10月中旬頃に本校ホーム
ページおよび近隣中学校宛の文
書などでお知らせいたします。
３Dプリンタで

“かみりん”をつくろう
8月5日（土）、公開講座「３

Dプリンタで“かみりん”をつくろ
う」を実施しました。小学生５名
が参加し、最初に講師から３Dプ
リンタの成り立ちや仕組みについ
て説明を受けました。その後、あ
らかじめ３Dプリンタで作製された

“かみりん”が一人ひとりに配ら
れ、表面の凹凸をなくすため、表
面を磨く作業を行いました。表面
が滑らかになると色付けの作業を
行い、最後に装飾品を作って完
成させていました。参加者からは、

「色をつけるのが難しかったが、
上手にできて嬉しかった。３Dプリ
ンタはすごいと思った」等の感想
が寄せられました。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

上島の遺跡 / 島おこし協力隊活動報告

上島町で２度目の夏を終え、10月から
いよいよ協力隊任期最終年の３年目をス
タートしました、大西です。

今年の夏も盛りだくさん、様 な々経験を
させていただきました。７月には、東京から
高校生ボランティアチームFROGSを迎え、
３日かけて保育所と放課後子ども教室をま
わり、英語で絵本の読み聞かせと工作ワー
クショップをしていただきました。滞在最終
日には、弓削高校の生徒と交流する時間を
取らせてもらい、日本政策金融公庫にコー
ディネートをお願いし、地域課題発見とそ
の解決方法を探るワークショップを行いまし
た。短い時間ではありましたが、都市部の
高校生と島の高校生が交流することで、お
互いにとって少しでもプラスになることや気
づきがあったのではないかと思います。

８月には、ENGAWAにおいて、地域

の方に講師をお願いし、紙粘土で人間や
動物を作ったり、絵を描くセンスを磨くワー
クショップを行う「夏休み子ども教室」を
開催しました。このような、地域の大人が
小学生を対象に何かを伝えたり、教えたり
する教室を、今後定期的に行っていく予定
です。放課後や土曜日を利用して開催しま
すので、ぜひご参加ください。保護者の皆
さんの見学ももちろんOKです。開催が決
まりましたらチラシ等で告知いたしますので
ぜひ一緒にお越しください。

そのほかにも、愛媛マンダリンパイレーツ
公式戦＆ニュースポーツ体験や発掘調査
のお手伝い、離島甲子園の帯同、障がい
者スポーツ施設や社会福祉法人の視察な
どをさせていただきました。3年目もこのよ
うな調子で活動していきますのでよろしくお
願いします。

地 域 と 子 ど も を 結 ぶ島おこし協力隊活動報告

絵の描き方を学ぶ子どもたち

岩城島の南、津
つ
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島と伯方島の金ヶ崎
との間の伯方瀬戸は、通称「ツバ（津波）
の吐き出し」と呼ばれ、その海底から、底
引き網漁などの漁網にかかって、ナウマンゾ
ウやヤベオオツノジカの化石が水揚げされ
ることで有名な場所です。これらの大型哺
乳類が生息していた時代の瀬戸内海は、ど
のような環境だったのでしょうか。

ナウマンゾウとヤベオオツノジカは、地質
時代の年代区分で中・後期更新世と呼ば
れる時代に日本列島に生息していました。
後期更新世のほぼ後半にあたる今から約7
万年から1万年前にかけて、地球は最終氷
期であるヴュルム氷期を迎えました。地球
上の水が雪や氷として陸地に蓄積し、最寒
冷期の約2万年前には、海面は現在よりも
130mほど低かったとされています。その
結果、紀伊水道や豊後水道を含めて瀬戸
内海は陸地化しました。備讃瀬戸付近を分

水嶺に大きな川が東西に流れ、紀伊水道
や豊後水道を通って太平洋に注いでいまし
た。中国山地と四国山地の間にある瀬戸
内海は、広大な平原盆地となったのです。

環境省の調査によると、瀬戸内海の現在
の平均水深は38.0mです。瀬戸内海は、
灘と呼ばれる海域によって構成され、瀬戸
内海が陸地であった時代、上島諸島の周辺
に広がる燧

ひうち
灘や備後灘には、広大な平原が

広がっていました。一方、海峡、水道、瀬
戸などの海の幅が狭くなった場所は、海底
がその周辺よりも深くなっていることが多く、

「ツバの吐き出し」の現在の水深は、最も
深い箇所で100m近くあります。それを挟
む両岸の津波島と伯方島の金ヶ崎では、こ
れまで後期更新世終末にあたる後期旧石
器時代のナイフ形石器をはじめとした多くの
石器が発見されています。
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津波島（左）と金ヶ崎（右）の間の
「ツバの吐き出し」
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※本講座は、昨年度上島町から交付を受けた
研究等経費支援事業助成金での研究成果をも
とに開催されました。
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